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第
十 

  
 

知
ら
ざ
る
事
実 

   
 
 
 
 

一 
  

そ
の
と
き
手
渡
さ
れ
た
資
料
は
、
も
う
一
つ
あ
っ
た
。 

 

こ
れ
も
座
談
会
の
コ
ピ
ー
で
、
表
題
は
『
戸
谷
深
造
さ
ん
と
黎
明

期
の
情
報
産
業
政
策
』
と
あ
る
。
本
文
の
上
に
「
通
商
産
業
省
時
代
」

と
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
が
あ
る
。 

 

出
席
者
は
、 

  

・
加
藤
晃
義
（
日
本
電
気
） 

 

・
小
西
純
三
（
日
立
製
作
所
） 

 

・
村
上
有
秋
（
東
京
芝
浦
電
気
） 

 

・
廣
田
慶
次
郎
（
通
商
産
業
省
） 

 

・
三
水
金
一
（
日
本
電
子
計
算
機
） 

 

・
司
会
・
河
端
照
孝
（
巴
記
者
ク
ラ
ブ
） 

  

の
六
氏
。
ち
な
み
に
「
三
水
」
は
「
さ
み
ず
」
と
読
む
。 

 

十
九
ペ
ー
ジ
に
お
よ
ぶ
記
事
に
は
、 

  

昭
和
三
十
九
年
の
八
月
、
戸
谷
深
造
さ
ん
は
、
通
商
産
業
省
重
工

業
局
電
子
工
業
課
長
に
就
任
し
た
。
日
本
で
初
め
て
開
催
さ
れ
る
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
幕
が
も
う
す
ぐ
と
い
う
頃
で
あ
る
。（
中
略
）
当

時
、
戸
谷
深
造
課
長
の
も
と
で
自
動
制
御
班
長
を
務
め
て
い
た
廣
田

慶
次
郎
さ
ん
を
中
心
に
、
平
成
十
二
年
八
月
八
日
、
当
時
の
業
界
三

人
男
と
新
米
記
者
が
集
ま
っ
た
。
場
所
は
東
京
・
丸
の
内
の
日
本
電

子
計
算
機
㈱
応
接
室
。 

  

と
い
う
序
文
が
付
い
て
い
る
。 

 

平
成
十
二
年
は
西
暦
二
〇
〇
〇
年
な
の
で
、〝
新
世
紀
〞
を
記
念

し
て
立
て
ら
れ
た
企
画
で
あ
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
座
談
会
の
会

場
と
な
っ
た
日
本
電
子
計
算
機
は
、
業
界
で
は
「
Ｊ
Ｅ
Ｃ
Ｃ
」
の
略

称
で
知
ら
れ
、
本
書
で
も
の
ち
に
重
要
な
役
割
を
果
た
す
。 

 

出
席
者
の
所
属
を
示
す
「
東
京
芝
浦
電
気
」「
巴
記
者
ク
ラ
ブ
」

な
ど
は
、
座
談
会
が
行
わ
れ
た
と
き
の
も
の
で
は
な
い
。
東
京
芝
浦

電
気
は
「
東
芝
」
に
社
名
を
変
更
し
て
い
る
し
、
巴
記
者
ク
ラ
ブ
は

す
で
に
存
在
し
て
い
な
い
。
つ
ま
り
、
主
題
で
あ
る
戸
谷
深
造
氏
が

通
産
省
の
電
子
工
業
課
長
だ
っ
た
当
時
に
時
計
を
戻
し
て
い
る
の
で

あ
る
。「
新
米
記
者
」
と
あ
る
こ
と
で
、
序
文
を
書
い
た
の
は
河
端

氏
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。 

 

サ
ワ
リ
を
抜
粋
す
る
と
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。 
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加
藤 

早
く
始
め
ま
し
ょ
う
。 

河
端 
本
当
に
こ
の
人
達
は
勝
手
な
ん
だ
か
ら
。
始
め
た
く
と
も
勝 

 
 
 

手
に
皆
さ
ん
話
を
し
て
い
る
か
ら
な
か
な
か
切
り
出
せ
な
い 

 
 
 

（
ま
た
周
り
か
ら
チ
ャ
チ
が
再
三
）
戸
谷
課
長
も
今
日
は
ご 

 
 
 

臨
席
で
す
よ
（
や
っ
と
静
か
に
な
っ
た
）
エ
ヘ
ン
。
で
は
、 

 
 
 

本
日
は
お
忙
し
い
と
こ
ろ
（
回
り
か
ら
そ
ん
な
形
式
的
な
こ 

 
 
 

と
よ
り
座
談
会
に
早
く
入
り
な
さ
い
よ
の
声
）
う
る
さ
い
人 

 
 
 

が
多
す
ぎ
て
や
り
に
く
い
（
そ
ん
な
こ
と
な
い
か
ら
早
く
の 

 
 
 

声
）
で
は
、
エ
ヘ
ン
、
始
め
ま
す
。 

村
上 

そ
れ
だ
け
な
ら
さ
っ
き
と
同
じ
じ
ゃ
な
い
か
。 

  

お
互
い
に
茶
化
し
あ
い
、
じ
ゃ
れ
あ
っ
て
い
る
景
色
が
浮
か
び
上

が
る
。
舞
台
裏
で
交
わ
さ
れ
た
こ
う
い
う
会
話
を
活
字
に
す
る
こ
と

は
、
ま
ず
な
い
。
そ
れ
を
載
せ
た
の
は
、
当
日
の
雰
囲
気
を
読
者
に

伝
え
た
か
っ
た
か
ら
に
違
い
な
い
。 

  
 
 
 
 

二 
  

要
す
る
に
「
座
談
会
」
と
い
う
の
は
タ
イ
ト
ル
だ
け
の
こ
と
で
、

「
旧
知
が
集
ま
っ
て
の
放
談
会
」
な
い
し
同
級
会
の
ワ
イ
ワ
イ
ガ
ヤ

ガ
ヤ
に
近
い
。
細
か
な
説
明
も
な
い
。
ま
こ
と
に
不
親
切
き
わ
ま
り

な
い
記
事
な
の
で
あ
る
。
以
下
も
ま
っ
た
く
変
わ
ら
な
い
。 

 

河
端 

と
こ
ろ
で
Ｊ
Ｅ
Ｃ
Ｃ
創
立
が
昭
和
三
十
六
年
八
月
。
そ
の
時 

 
 
 

も
小
西
、
村
上
、
加
藤
の
ご
三
氏
は
大
活
躍
し
て
お
る
し
、 

 
 
 

電
子
協
が
昭
和
三
十
三
年
三
月
に
設
立
さ
れ
た
以
降
も
ポ
リ 
 
 
 

シ
ー
ボ
ー
ド
委
員
員
会
等
の
準
備
と
か
色
々
と
役
所
側
と
の 

 
 
 

交
渉
に
携
わ
っ
て
お
り
ま
す
が
、
戸
谷
課
長
が
就
任
し
て
一 

 
 
 

ヶ
月
後
に
国
産
品
愛
用
運
動
が
始
ま
り
ま
し
た
ね
。
当
時
の 

 
 
 

大
臣
が
福
田
一
氏
。
政
務
次
官
に
は
警
視
総
監
出
身
の
田
中 

 
 
 

栄
一
さ
ん
。
そ
し
て
も
う
一
方
が
竹
下
登
さ
ん
。
田
中
政
務 

 
 
 

次
官
は
有
名
人
で
、
記
者
も
総
監
、
総
監
と
い
っ
て
戦
後
の 

 
 
 

帝
銀
事
件
と
か
下
山
事
件
の
話
に
集
ま
り
、
竹
下
さ
ん
淋
し 

 
 
 

が
っ
て
実
家
の
お
酒
を
持
っ
て
き
て
配
っ
て
ま
し
た
。 

廣
田 

Ｉ
Ｂ
Ｍ
三
六
〇
の
発
表
は
四
月
八
日
の
花
祭
り
の
日
で
し
た
。 

 
 
 

私
た
ち
国
産
メ
ー
カ
ー
も
こ
れ
に
負
け
る
な
と
新
製
品
開
発 

 
 
 

に
走
っ
た
ね
。 

村
上 

私
た
ち
も
そ
の
全
国
運
動
興
行
の
興
行
師
の
下
請
け
作
業
を 

 
 
 

手
伝
わ
し
て
い
た
だ
い
た
わ
け
だ
。 

廣
田 

戸
谷
さ
ん
が
電
子
工
業
課
長
に
な
っ
た
の
が
昭
和
三
十
九
年 

 
 
 

八
月
、
そ
の
直
後
の
十
月
一
日
に
「
電
子
計
算
機
工
業
の
国 

 
 
 

際
競
争
力
強
化
の
た
め
の
対
策
如
何
」
と
い
う
諮
問
が
、
通 

 
 
 

産
大
臣
か
ら
電
子
工
業
審
議
会
（
会
長
倉
田
主
税
）
に
出
さ 
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れ
ま
し
た
。
丁
度
、
東
海
道
新
幹
線
が
営
業
運
転
を
開
始
し 

 
 
 

た
日
で
す
。
そ
の
審
議
の
た
め
に
審
議
会
の
中
に
電
子
計
算 

 
 
 

機
政
策
部
会
を
作
り
、
岡
田
完
二
郎
氏
（
富
士
通
社
長
）
に 

 
 
 

部
会
長
を
や
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
し
て
翌
四
〇
年
四 

 
 
 

月
、
中
間
答
申
が
出
ま
し
た
。
そ
の
結
果
が
昭
和
四
十
一
年 

 
 
 

度
の
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
予
算
に
つ
な
が
る
わ
け
で
す
。 

村
上 

ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
開
発
の
急
務
が
指
摘
さ
れ
て
和
田
先
生
が
骨 

 
 
 

を
お
っ
た
ね
。 

小
西 

そ
う
だ
。
電
総
研
を
退
職
し
て
確
か
成
蹊
大
学
教
授
に
移
っ 

 
 
 

て
間
も
な
い
頃
だ
よ
な
。 

加
藤 

そ
れ
か
ら
が
大
プ
ロ
に
続
く
ん
で
す
ね
。 

  

序
文
で
「
業
界
三
人
男
」
と
断
っ
て
い
る
だ
け
あ
っ
て
、
な
る
ほ

ど
事
情
通
で
あ
る
。〝
通
〞
は
、
仲
間
内
で
の
み
通
用
す
る
隠
語
を

使
う
。 

 

そ
れ
と
よ
く
似
た
も
の
で
、
出
席
者
た
ち
は
、
時
間
を
共
有
し
た

一
九
五
〇
年
代
の
出
来
事
を
確
認
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
読
み
手

に
知
識
が
な
い
と
、
ど
う
に
も
な
ら
な
い
。
分
か
る
人
に
は
こ
れ
で

十
分
に
分
か
る
し
、
分
か
ら
な
い
人
に
は
手
に
負
え
な
い
。 

 

―
―
そ
う
だ
っ
た
よ
な
。 

 

と
い
う
〝
感
じ
〞
が
あ
る
か
な
い
か
。 

 

下
手
を
す
る
と
こ
う
い
う
編
集
は
自
己
満
足
の
閉
塞
に
陥
っ
て
し

ま
う
の
だ
が
、
そ
う
な
っ
て
い
な
い
の
は
話
の
内
容
が
空
疎
で
な
い

こ
と
と
編
集
者
の
技
と
い
っ
て
い
い
。 

 

以
上
の
こ
と
か
ら
、
多
少
な
り
と
も
業
界
団
体
に
か
か
わ
り
を
持

っ
て
い
る
人
で
あ
れ
ば
、
筆
者
の
相
談
に
応
対
し
、
資
料
の
コ
ピ
ー

と
助
言
を
与
え
た
の
が
河
端
照
孝
氏
で
あ
る
こ
と
を
推
察
す
る
に
違

い
な
い
。 

  
 
 
 
 

三 
  

こ
の
人
物
に
は
語
る
べ
き
こ
と
が
多
い
。 

 

一
九
四
〇
年
（
昭
和
十
五
）、
徳
川
直
参
旗
本
の
家
に
生
ま
れ
、

法
政
大
学
を
出
て
一
九
六
三
年
に
産
経
新
聞
社
に
記
者
と
し
て
入
っ

た
。
の
ち
産
経
系
列
の
「
日
本
工
業
新
聞
」
を
経
て
一
九
七
〇
年
か

ら
九
三
年
（
平
成
五
）
ま
で
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
エ
ー
ジ
社
社
長
。
同

社
は
月
刊
誌
「
コ
ン
ピ
ュ
ー
ト
ピ
ア
」
で
知
ら
れ
る
。 

 

や
や
あ
っ
て
通
産
省
と
情
報
産
業
界
か
ら
請
わ
れ
て
株
式
会
社
日

本
教
育
情
報
機
器
（
Ｅ
Ｃ
Ｓ
）
の
社
長
に
就
任
し
た
あ
と
、
二
〇
〇

三
年
八
月
に
日
本
情
報
処
理
開
発
協
会
（
Ｊ
Ｉ
Ｐ
Ｄ
Ｅ
Ｃ
）
特
別
顧

問
に
転
じ
た
。 

 
同
氏
に
よ
る
と
、 

 

「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
と
初
め
て
出
会
っ
た
の
は
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
だ
っ
た
」 
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と
い
う
。
す
な
わ
ち
一
九
六
四
年
（
昭
和
三
十
九
）
十
月
で
あ
る
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
取
材
班
の
一
人
と
し
て
、「
世
界
初
の
オ
ン
ラ
イ
ン

シ
ス
テ
ム
」
と
い
う
も
の
を
間
近
か
に
見
た
。 

 

通
信
回
線
の
デ
ー
タ
伝
送
速
度
は
最
高
で
毎
秒
九
千
六
百
ビ
ッ
ト
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
処
理
で
き
る
の
は
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
と
数
字
の
み

と
い
う
時
代
だ
っ
た
。
東
京
の
千
駄
ヶ
谷
駅
か
ら
神
宮
球
場
に
抜
け

る
途
中
に
あ
る
日
本
青
年
館
ビ
ル
に
設
置
さ
れ
た
パ
ン
チ
カ
ー
ド
式

の
電
子
計
算
機
「
Ｉ
Ｂ
Ｍ
１
４
０
１
」（
Ｉ
Ｂ
Ｍ
１
４
１
０
だ
っ
た

と
も
い
わ
れ
る
）
が
処
理
し
た
出
場
選
手
の
名
簿
と
競
技
結
果
が
、

た
ち
ど
こ
ろ
に
リ
ス
ト
に
な
っ
て
記
者
団
に
届
け
ら
れ
た
。 

 

そ
の
た
め
に
日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
は
、
総
勢
約
四
百
人
の
技
術
者
を
張
り

付
か
せ
た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
・
リ
ア
ル
タ
イ
ム
機
能
を
ま
っ
た
く
備
え

て
い
な
か
っ
た
パ
ン
チ
カ
ー
ド
式
計
算
機
で
そ
れ
だ
け
の
こ
と
を
や

っ
て
の
け
た
技
術
陣
は
、
た
い
し
た
仕
事
を
し
た
。 

 

翌
一
九
六
五
年
、
ア
メ
リ
カ
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
万
国
博
覧
会
が

開
か
れ
た
。
そ
の
特
派
員
と
し
て
空
港
に
向
か
う
直
前
、
富
士
通
の

常
務
だ
っ
た
小
林
大
祐
か
ら
、 

 

「
あ
っ
ち
に
行
っ
た
ら
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
・
デ
ー
タ
社
と
バ
ロ
ー

ス
社
に
渡
し
て
ほ
し
い
」 

 

と
、
二
通
の
手
紙
を
預
か
っ
た
。 

 

そ
の
中
に
は
、
提
携
交
渉
を
打
診
す
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
入
っ
て
い

た
。
他
の
国
産
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
メ
ー
カ
ー
は
そ
れ
ぞ
れ
、
す
で
に

ア
メ
リ
カ
の
メ
ー
カ
ー
と
技
術
提
携
を
結
ん
で
い
た
の
に
、
富
士
通

の
み
は
パ
ー
ト
ナ
ー
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
て
い
な
か
っ
た
。
し

か
も
社
内
に
は 

 

―
―
当
社
は
独
自
路
線
で
行
く
。 

 

と
頑
張
っ
て
い
る
技
術
者
た
ち
が
い
た
。 
 

こ
う
い
う
微
妙
な
問
題
に
つ
い
て
新
聞
記
者
と
い
う
職
業
の
人
間

に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
託
す
の
は
、
よ
ほ
ど
の
信
頼
関
係
が
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。 

 

富
士
通
の
申
し
出
に
興
味
を
示
し
た
の
は
バ
ロ
ー
ス
社
だ
っ
た
。

当
時
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
市
場
で
第
三
位
の
メ
ー
カ
ー
で
、
特
に
会
計

処
理
用
の
小
型
機
の
分
野
が
強
か
っ
た
。
追
い
追
い
触
れ
る
け
れ
ど

も
、
そ
の
歴
史
は
Ｉ
Ｂ
Ｍ
社
や
ユ
ニ
バ
ッ
ク
社
よ
り
古
く
、
こ
ん
に

ち
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
備
え
る
機
能
の
多
く
は
、
こ
の
会
社
が
作
っ

た
。 

 

日
本
で
は
高
千
穂
交
易
と
い
う
機
械
商
社
が
代
理
店
と
な
っ
て
い

た
。
も
と
は
大
阪
に
あ
っ
た
建
築
機
材
の
商
社
だ
っ
た
が
、
六
五
年

当
時
に
は
東
京
の
麹
町
に
本
社
を
移
し
、
会
計
処
理
向
け
の
中
型
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
事
業
が
波
に
乗
っ
て
い
た
。
現
在
も
Ｊ
Ｒ
中
央
線
の
四

谷
駅
前
に
自
社
ビ
ル
を
構
え
て
い
る
が
、
こ
の
話
柄
の
時
代
は
バ
ロ

ー
ス
社
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
一
手
に
扱
い
、
た
い
そ
う
な
羽
振
り
だ

っ
た
。 

 

そ
こ
で
、
高
千
穂
交
易
を
窓
口
に
し
て
富
士
通
と
バ
ロ
ー
ス
の
提
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携
交
渉
が
進
め
ら
れ
た
。
両
社
は
基
本
合
意
ま
で
行
き
な
が
ら
、
出

資
比
率
や
ブ
ラ
ン
ド
名
で
折
合
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
富
士
通

は
「
Ｆ
Ａ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
」
の
名
で
シ
リ
ー
ズ
に
組
み
込
み
た
か
っ
た
。
一

方
の
バ
ロ
ー
ス
社
は
「
Ｂ
」
の
マ
ー
ク
に
執
着
し
た
。 

 

結
局
、
ご
破
算
に
な
っ
た
。 

 

「
高
千
穂
の
鍵
谷
武
雄
社
長
が
申
し
訳
な
が
っ
て
ね
。
そ
れ
で
ア

メ
リ
カ
の
駐
在
事
務
所
を
通
じ
て
富
士
通
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
輸
出

す
る
こ
と
を
決
め
た
ん
で
す
よ
。
仁
義
を
果
た
し
た
、
っ
て
い
う
こ

と
で
し
ょ
う
か
」 

 

以
後
、
河
端
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
産
業
分
野
を
得
意
と
す
る
記
者
、

業
界
の
裏
方
と
し
て
日
本
電
子
計
算
機
開
発
協
会
の
設
立
に
奔
走
し

た
。
電
子
工
業
課
の
戸
谷
深
造
と
親
交
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、

こ
れ
が
き
っ
か
け
だ
っ
た
。 

 

前
後
し
て
産
経
新
聞
系
列
の
日
本
工
業
新
聞
に
《
コ
ン
ピ
ュ
ー
ト

ピ
ア
に
架
け
る
橋
》
を
連
載
し
た
。
こ
れ
が
産
業
界
の
注
目
を
浴
び
、

連
載
の
タ
イ
ト
ル
か
ら
名
づ
け
た
最
初
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
専
門
雑
誌

「
コ
ン
ピ
ュ
ー
ト
ピ
ア
」
を
創
刊
し
た
。
同
誌
発
刊
元
の
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
・
エ
ー
ジ
ー
社
が
『
情
報
サ
ー
ビ
ス
産
業
白
書
』
や
『
情
報
化

白
書
』
を
刊
行
す
る
の
は
、
商
売
と
い
う
よ
り
、
創
業
以
来
の
役
目

と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。 

 

国
内
初
の
独
立
系
ソ
フ
ト
会
社
と
な
っ
た
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ア
プ
リ

ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
（
Ｃ
Ａ
Ｃ
）
の
設
立
に
至
る
現
場
を
目
撃
し
、
日
本

情
報
セ
ン
タ
ー
協
会
（
セ
ン
タ
ー
協
）、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
産
業
振
興

協
会
（
ソ
フ
ト
協
）
の
原
型
と
な
っ
た
「
日
本
情
報
処
理
産
業
協
会
」

を
構
想
し
て
通
産
省
に
か
け
あ
い
、
全
国
か
ら
十
六
大
学
の
電
子
計

算
機
同
好
会
を
集
め
た
「
日
本
学
生
電
子
計
算
機
連
盟
」
の
発
足
を

支
援
し
、『
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
白
書
』
を
発
刊
し
た
り
、「
情
報
化
週
間
」

を
提
案
し
た
。
Ｉ
Ｔ
業
界
専
門
の
マ
ス
コ
ミ
出
身
者
と
し
て
、
第
一

世
代
に
当
た
る
。
か
つ
、
産
経
新
聞
社
長
・
稲
葉
秀
三
氏
の
私
設
秘

書
役
と
し
て
、
業
界
の
基
盤
形
成
に
貢
献
し
た
。 

 

平
生
は
温
和
で
、
語
り
口
調
は
物
静
か
だ
が
、
気
を
込
め
る
と
眼

光
に
鋭
さ
が
増
し
、
そ
の
迫
力
は
常
人
と
大
い
に
異
な
る
。
そ
れ
も

そ
の
は
ず
で
、
実
を
い
う
と
、
こ
の
人
物
は
総
合
武
道
正
誠
館
館
長
、

国
際
武
道
連
盟
副
理
事
長
と
い
う
別
の
顔
を
持
っ
て
い
る
。 

 

名
ば
か
り
の
職
で
は
な
い
。 

 

居
合
い
の
名
手
で
あ
っ
て
、
一
九
八
七
年
（
昭
和
六
十
二
）、
鋼

で
で
き
た
兜
を
一
刀
に
断
ち
切
っ
た
。 

 

「
兜
割
り
」
と
呼
ば
れ
る
。 

 

こ
の
技
は
、
並
の
剣
士
で
は
恐
ろ
し
く
て
挑
戦
で
き
な
い
。
そ
れ

を
百
年
ぶ
り
に
成
功
さ
せ
た
こ
と
は
、
日
本
武
道
史
に
残
る
。
か
つ
、

作
家
・
三
島
由
紀
夫
に
切
腹
の
作
法
を
指
導
し
た
人
物
で
あ
る
こ
と

は
、
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
。 

  



第 10 知らざる事実（補注） 

  

 
 〜

〜
〜
〜 

補 

注 

〜
〜
〜
〜 

 

巴
記
者
ク
ラ
ブ 

一
九
六
四
年
に
創
設
さ
れ
た
情
報
産
業
専
門
の
記
者
ク
ラ

ブ
。
日
本
工
業
新
聞
、
日
刊
工
業
新
聞
、
電
波
新
聞
、
電
気
新
聞
の
四
紙
で

構
成
し
、
一
九
六
八
年
ま
で
続
い
た
。
名
称
は
事
務
所
を
置
い
た
東
京
都
港

区
の
大
久
保
巴
町
（
現
・
虎
ノ
門
一
丁
目
）
に
由
来
す
る
。「
巴
ク
ラ
ブ
」
と

も
呼
ば
れ
た
。 

日
本
教
育
情
報
機
器 

Ｅ
Ｃ
Ｓ
／
公
立
の
小
・
中
・
高
校
、工
業
専
門
高
校
、

特
殊
学
校
な
ど
に
パ
ソ
コ
ン
な
ど
情
報
機
器
を
普
及
さ
せ
る
目
的
で
、
一
九

九
三
年
六
月
、
国
内
の
複
数
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
メ
ー
カ
ー
の
共
同
出
資
で

設
立
さ
れ
た
。
通
産
、
文
部
、
自
治
の
三
省
の
肝
い
り
で
設
立
さ
れ
た
レ
ン

タ
ル
会
社
だ
が
、
競
合
メ
ー
カ
ー
の
集
ま
り
で
あ
る
た
め
、
い
ず
れ
に
も
利

害
関
係
を
持
た
な
い
河
端
照
孝
に
白
羽
の
矢
が
立
っ
た
。 

世
界
初
の
オ
ン
ラ
イ
ン
・
シ
ス
テ
ム 

厳
密
に
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が〝
世

界
初
〞
で
は
な
い
。
国
内
で
は
前
年
に
日
本
国
有
鉄
道
、
近
畿
日
本
鉄
道
が

実
験
的
な
シ
ス
テ
ム
を
稼
動
さ
せ
て
い
た
。
し
か
し
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

シ
ス
テ
ム
は
、
複
数
個
所
に
ま
た
が
っ
て
競
技
種
目
ご
と
に
異
な
る
集
計
方

法
を
取
り
、
し
か
も
即
時
処
理
を
行
う
な
ど
、
の
ち
の
オ
ン
ラ
イ
ン
・
リ
ア

ル
タ
イ
ム
処
理
に
つ
な
が
っ
た
点
で
特
筆
す
べ
き
シ
ス
テ
ム
だ
っ
た
。 

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
・
デ
ー
タ
社 

Ｃ
Ｄ
Ｃ
／
一
九
五
七
年
に
ス
ペ
リ
ー
ラ
ン
ド

社
か
ら
ス
ピ
ン
オ
フ
し
た
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ノ
リ
ス
（W

illiam
 Charles 

N
orris

／
１
９
１
１
〜
２
０
０
６
）
が
創
業
し
た
。
科
学
技
術
向
け
中
・
小

型
計
算
機
を
得
意
と
し
た
。「
Ｃ
Ｄ
Ｃ
」
の
略
称
で
知
ら
れ
る
。
ノ
リ
ス
と
一

緒
に
Ｃ
Ｄ
Ｃ
社
を
立
ち
上
げ
た
シ
ー
モ
ア
・
ク
レ
イ
（Seym

our Roger 
Cray

／
１
９
２
５
〜
１
９
９
６
）
が
、
の
ち
に
ス
ー
パ
ー
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

の
専
門
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
ク
レ
イ
・
リ
サ
ー
チ
社
を
設
立
し
た
。 
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